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トヨタの次世代車の取り組みトヨタの次世代車の取り組み

１ これまでの燃費向上への取り組み１ これまでの燃費向上への取り組み１．これまでの燃費向上への取り組み１．これまでの燃費向上への取り組み

２．これまでのＨＶ車普及の取り組み２．これまでのＨＶ車普及の取り組み

2010年2月4日

３．次世代車の開発状況と技術課題３．次世代車の開発状況と技術課題

2010年2月4日

トヨタ自動車㈱ CSR・環境部

大野栄嗣大野栄嗣
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１．これまでの燃費向上への取り組み
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トヨタの燃費向上実績トヨタの燃費向上実績トヨタの燃費向上実績トヨタの燃費向上実績
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従来車の技術開発により、直線的に燃費を向上してきた
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車両燃費向上技術車両燃費向上技術

軽量化軽量化 空気抵抗低減空気抵抗低減ｴﾝｼﾞﾝ高効率化ｴﾝｼﾞﾝ高効率化 高効率領域の使用高効率領域の使用

ﾊﾟﾜｰﾄﾚｰﾝ効率向上 走行抵抗低減

軽量化軽量化、空気抵抗低減、、空気抵抗低減、
転がり抵抗低減転がり抵抗低減

ｴﾝｼ ﾝ高効率化ｴﾝｼ ﾝ高効率化、高効率領域の使用、、高効率領域の使用、
ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾄﾚｰﾝ伝達効率向上ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾄﾚｰﾝ伝達効率向上

・Ｄ－４、新可変動弁系
ＤＩデ ゼル

・部品統合､薄板化､アルミ化

・ボデ 形状最適化・ＤＩディーゼル
・ＭＭＴ、ＣＶＴ、多段ＡＴ
・ユニットダウンサイジング

・ボデー形状最適化

・低転がり抵抗タイヤ

・ブレーキ引きずり低減

制動ｴﾈﾙｷﾞｰの回収、利用制動ｴﾈﾙｷﾞｰの回収、利用アイドル停止、不要時の燃料停止アイドル停止、不要時の燃料停止

ｴﾈﾙｷﾞｰ回収・利用無駄ｴﾈﾙｷﾞｰ削減

・排気熱回収
・充電制御
・エコランシステム

・減速フューエルカット
・エコランシステム ・エコランシステム

・ハイブリッドシステム・ハイブリッドシステム
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パワートレーン開発の方向性パワートレーン開発の方向性パワートレーン開発の方向性パワートレーン開発の方向性

先進ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ/ｶﾞｿﾘﾝからﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ⽤⾼効率ｴﾝｼﾞﾝ
へ多段化・無段化からﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ⽤ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝへ

ｴﾈﾙｷﾞｰ多様化への対応
現⾏技術のMAX

化
HV 100%

ＨＣＣＩ
可変圧縮⽐

可変動弁系

ｴﾈﾙｷ 多様化への対応

ディーゼルディーゼル
エタノ ルの活用

⾼機能コモンレール

2段過給ターボ

ダウンサイジング

ＨＣＣＩ可変動弁系
環
境
性
能

環
境
性
能 ガソリン・ディーゼル共

通化
ガソリン・ディーゼル共

通化

エタノールの活用

⇒オクタン価向上
により、さらなる
燃費改善

低圧縮⽐
LPL-EGR

2段過給タ ボ

新エンジンシリーズ新エンジンシリーズ

能能

エンジン基本性能向上エンジン基本性能向上

リーンバーン

過給ダウンサイジング

通化通化

ガソリンガソリン

燃費改善

エンジン基本性能向上エンジン基本性能向上
・フリクション低減
・軽量化
・熱マネージ
・燃費改善

新Ｄ－４

過給ダウンサイジング

クールEGR

新可変動弁系・燃費改善 ⾼圧縮⽐

年度

今後も様々な新技術の研究・開発を推進
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先進ガソリンエンジン技術先進ガソリンエンジン技術先進ガソリンエンジン技術先進ガソリンエンジン技術
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全ての⾞両区画で燃費向上・軽量化・出⼒向上を同時に実現全ての⾞両区画で燃費向上・軽量化・出⼒向上を同時に実現
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トヨタのトランスミッションの進化トヨタのトランスミッションの進化トヨタのトランスミッションの進化トヨタのトランスミッションの進化
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今後も様々な新技術の研究・開発を推進
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空気抵抗低減の取り組み事例空気抵抗低減の取り組み事例
0.50A

ir

Reduction of 
air resistance

SUV series
0.40

0.45

Minivan series

r R
esistan

0.30

0.35
Passenger car series

Minivan seriesnce C
oeff

Air spat

0.20

0.25

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

’03 Prius

ficient C
D

Shape optimization Flattening of underbody

year

shape refinement of 
undercover



9/４０

車両軽量化の取り組み事例車両軽量化の取り組み事例【世界最⼩を実現する６つの⼿法】【世界最⼩を実現する６つの⼿法】
ディファレンシャルギヤ反転配置ディファレンシャルギヤ反転配置 センターテイクオフギヤボックスセンターテイクオフギヤボックスディファレンシャルギヤ反転配置ディファレンシャルギヤ反転配置 センタ テイクオフギヤボックスセンタ テイクオフギヤボックス

超薄型燃料タンクの床下配置超薄型燃料タンクの床下配置 薄型シートバック薄型シートバック

iQ
⼩型エアコンユニット⼩型エアコンユニット ⾮対称インストルメントパネル⾮対称インストルメントパネル

居住空間を犠牲にせず、大幅なダウンサイジングを実現居住空間を犠牲にせず、大幅なダウンサイジングを実現
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２．これまでのハイブリッド車普及の取り組み


